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自治基本条例前文に書き込む項目（案）

１　鎌倉市とは

· 歴史と自然が生きる武家の古都である。

２　鎌倉市では

· この歴史と自然を守るために日本で初めてのナショナルトラストである風致保存会をつくり、市民の力で歴史的みどりを守った。それは古都保存法成立のきっかけとなった。

○　市民が立ち上がり、平和都市宣言をした。

· 市民参加で市民憲章をつくった。

このように多くの市民活動が息づくまちである。

３　鎌倉市では、平和都市宣言、市民憲章が市政の基本に位置づけられている。その理念実現のために、市民は友愛と連帯意識を深め、進んで市政に参加し市民自治を確立するとともに歴史的遺産と自然・生活環境を守り責任を持って後世に伝える。

　世界に誇れる鎌倉となる不断の努力が続いている。

４　地方分権改革の流れのなかで鎌倉市は地方政府であることを宣言する。

　　鎌倉市は主権者である市民の自治が行われるまちである。

５　自治基本条例は市民自治の在り方を示し、市民、議会、市長が相携えて市民自治の確立する基本と仕組みを明示する。

６　この条例は地方政府である鎌倉市の最高規範である。

（注）この前文項目（案）は、前文に盛り込むべきキーセンテンスだけを提示しています。

これは、素案大綱（案）の基調となるものです。素案大綱（案）の議論並びに今後の条文起草に際して、成文化を行っていくことになります。

